
エネルギー・環境領域

領域紹介

エネルギー・環境問題の解決に挑戦する
グリーン・イノベーションの推進

世界的規模で拡大しているエネルギー・環境問題の解決に向
けたグリーン・イノベーションの推進のため、温室効果ガス
の排出量削減を実現する再生可能エネルギーなどの新エネル
ギーの導入を促進する技術（創エネルギー）、エネルギーを
高密度で貯蔵する技術（蓄エネルギー）、エネルギーを効率
的に変換・利用する技術（省エネルギー）、エネルギー資源
を有効利用する技術、環境リスクを評価・低減する技術の開
発を進めています。

概要

重要戦略詳細

○新エネルギーの導入を促進する
技術の開発

東日本大震災以降、日本のエネル
ギー政策は大きな転換を求められて
おり、新エネルギーとしての再生可
能エネルギーへの期待が高まってい
ます。産総研では、再生可能エネル
ギーの大量導入時代に向けて、エネ
ルギー変換効率の飛躍的向上に向け
た新しい原理や構造に基づく太陽電
池の研究開発、太陽光発電における
発電コスト低減と信頼性向上、風力
発電の発電量向上と長寿命化、地熱
の適正な利用を目指した技術などの
開発を行うとともに、再生可能エネ
ルギーの有効利用に必須のエネル
ギーネットワークなどにも取り組ん
でいます。

○エネルギーを高密度で貯蔵する
技術の開発

エネルギーの需要と供給の時間的・
場所的な不一致を解消するため、高
効率なエネルギー貯蔵技術が必要と
されています。産総研では、再生可
能エネルギーなどを効率よく水素な
どの化学エネルギーに変換して貯蔵・
利用する技術を開発するとともに、
日々の生活を支えるための利便性、
安全性、環境性、安定供給性を考慮
したエネルギーシステムの実現を目
指し、車載用、住宅用、産業用の蓄
電池（二次電池）に関する、材料基礎
からシステム化まで一貫した研究を
進めています。

○エネルギーを効率的に変換・利用
する技術の開発

世界的規模で急速に増大するエネ
ルギー消費に対して、省エネルギー
の推進は重要な課題です。産総研で
は、電力エネルギー利用の高度化・
高効率化に半導体エレクトロニクス
を活用するため、SiC、GaNやダイヤ
モンドなどのワイドバンドギャップ
半導体材料を用いて、これらの結晶・
ウェハ技術から、パワー半導体デバ
イスや電力変換機器に至るまでの幅
広い技術階層を、一貫して研究開発
しています。また、熱エネルギーの
有効利用技術として、発電と同時に
熱の有効利用が可能な燃料電池、未
利用の廃熱から電気エネルギーを回
収できる熱電変換などの高性能化・
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耐久性の向上、より高効率なエンジ
ンの実現に向けた技術開発などにも
取り組んでいます。

○エネルギー資源を有効利用する
技術の開発

エネルギー資源の少ないわが国に
おいて、新たな資源開発とその利用
によりエネルギーセキュリティを確
保することが必要です。産総研では、
非在来型資源としてのメタンハイド
レートなどのエネルギー資源の有効
利用にかかわる技術を開発していま
す。メタンハイドレート資源開発に

おいては、長期的な安定生産技術、
生産増進技術の開発や地層挙動の評
価など、早期の商業化実現に向けた
技術整備に取り組んでいます。また、
褐炭などの低品位炭や非在来型資源
から水素などのクリーンな燃料を高
効率に製造する技術など、未利用エ
ネルギー資源の環境調和型利用技術
の開発も行い、新たなエネルギー産
業の創出に貢献します。

○環境リスクを評価・低減する
技術の開発

産業と環境が共生する持続可能な

社会の実現に向けて、新しい技術や
システムが社会に及ぼす影響を評価
し、リスクを低減するための技術開
発を行います。具体的には、環境の
変化をいち早く検出するための環境
分析・センシング技術の開発、環境
リスクやその社会影響を評価するた
めのリスク評価手法の開発、環境負
荷を低減するための資源リサイクル
技術や環境浄化技術の開発を行いま
す。また、産業事故の防止や万一の
事故の際の被害低減のための産業保
安技術やシステムを開発します。

フレキシブルCIGS太陽電池 SiCを用いた電力変換機器

メタンハイドレート海洋産出試験の様子
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レアメタルを高純度に回収する複管式気流選別機福島再生可能エネルギー研究所の外観
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産総研の第4期中長期計画特集


